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① ②

小松菜のカップケーキ

管理栄養士
奈良 理香子 主

な
材
料

５
個こ

分

・小松菜 ㌘・レーズン ㌘

・Ａ（卵
たまご

１個、砂
さ

糖
とう

㌘、牛
ぎゅう

乳
にゅう

㍉㍑、オリー

ブ油大さじ２）

・Ｂ（薄
はく

力
りき

粉
こ

100㌘、ベーキングパウダー小さじ２）

①小松菜はよく洗い約２㌢に切

る。ミキサーに小松菜とＡを入

れ細かくする。これをボウルに

入れ、Ｂと半量のレーズンを入

れてよく混
ま

ぜる。

②直径５㌢ほどのカップケーキ型
がた

に❶を流し入れ、残りのレーズ

ンを上にのせ、180℃のオーブ

ンで約 分焼く。竹
たけ

串
ぐし

などを刺
さ

して焼き具合を確
かく

認
にん

する。

小松菜は江
え

戸
ど

時代から関東

で栽
さい

培
ばい

されてきたアブラナ科

の青菜で、東京都江戸川区小

松川が由来です。当時の徳川

将
しょう

軍
ぐん

がすまし汁
じる

の中の青菜

を気に入り、名付けたといわ

れます。ホウレンソウに比
くら

べ、

カルシウムや鉄が多く含
ふく

ま

れ、あくが少ないので、その

まま炒
いた

めものや煮
に

物
もの

にできま

す。洗
あら

って使いやすい長さに

切り、冷
れい

凍
とう

保
ほ

存
ぞん

もできます。

静岡県伊豆市にある自転車競
きょう

技
ぎ

場
じょう

です。ベロはフランス語で

「自転車」、ドロームはラテン語

で「競技場」という意味。日本で

初めて250㍍の木
もく

製
せい

トラック（競

走用コース）を備
そな

えた屋内自転車

競技場で、2011年にできました。

トラックは最大で 度の傾
けい

斜
しゃ

があ

り、下から見上げるとそそり立つ

壁
かべ

のようです。

東京オリンピック（五輪）・パ

ラリンピックでは、自転車競技の

トラックレースを行います。五輪

では第１回アテネ大会（1896年）

から行われており、とても歴
れき

史
し

が

あります。最大７人の選手がトラ

ックを６周して競
きそ

う、日本生まれ

の種目「ケイリン」もあります。

イ
ラ
ス
ト
・
黒
澤

達
矢
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夏
休
み
の
課
題
で
読
書
感
想
文
を

提て
い

出
し
ゅ
つ

す
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
夏
お
す
す
め
の
一い

っ

冊さ
つ

を
、
宮
城

県
図
書
館
子
ど
も
図
書
室
の
司
書
さ

ん
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
２
回

に
分
け
て

紹
し
ょ
う

介か
い

し
ま
す
。
１
回
目

は
国
内
編へ

ん

で
す
。

国 内 編 み
ち
の
く
妖
怪
ツ
ア
ー

佐さ

々さ

木き

ひ
と
み
・
野の

泉
い
ず
み

マ
ヤ
・
堀ほ
り

米ご
め

薫
か
お
る

作
新日本出版社

今でも人の暮
く

らしの中で生き

続ける東北の妖
よう

怪
かい

たち。そんな

妖怪たちを題材にしているの

が、宮城在
ざい

住
じゅう

の３人の作家に

よって書かれた『みちのく妖怪

ツアー』です。

夏休み、東北の妖怪スポット

をめぐるバスツアーが開
かい

催
さい

さ

れ、見ず知らずの小学生たちが

集まります。

けれど、このツアー、なんか

ヘン。添
てん

乗
じょう

員
いん

さんは冷ややか

だし、バスの運転手さんは不気

味。しかも、各地を 訪
おとず

れるた

びに、集まった子どもたちが一

人ずつ消えてゆくのです。

現
げん

在
ざい

、このシリーズは３冊発

行されていますが、どの巻
かん

も東

北の魅
み

力
りょく

が詰
つ

まっています。

この夏、旅行を控
ひか

えている人

も多いはず。『みちのく妖怪ツ

アー』を読んで、東北各地をめ

ぐってみませんか？ 地方のお

いしいものもたくさん出てきま

すよ。

（佐
さ

藤
とう

加
か

奈
な

子
こ

さん）

一人ずつ子ども消え…
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小学校中学年向け

氷

石

久く

保ぼ

田た

香か
お

里り

作

およそ1300年前、今の 私
わたし

た

ちと同じように未知の病と闘
たたか

っていた時代がありました。

天
てん

平
ぴょう

９737年の夏のことで

す。平城京
ならのみやこ

では天
てん

然
ねん

痘
とう

とよばれ

る疫
えき

病
びょう

が流行し、多くの人が

亡
な

くなりました。母を失い、唐
とう

から帰らない父を恨
うら

み、人の優
やさ

しさにも素
す

直
なお

に頼
たよ

ることができ

ずに荒
すさ

んでいた主人公の千
ち

広
ひろ

は、石をきっかけに下働きの少

女宿
すく

奈
な

と出会います。

つらい別れや施
せ

薬
やく

院
いん

の人々と

の交流の中で、いつしか千広の

大切な人になっていた宿奈。し

かし、無
む

情
じょう

にも疫病の魔
ま

の手

は二人を引き裂
さ

こうとします。

この時代の人々が向き合った

恐
きょう

怖
ふ

が手に取るようにわかる

今だからこそ、二人に起こる奇
き

跡
せき

は氷が溶
と

けるように温かく感

じます。ひたむきに生きた千広

と宿奈の物語はこの落ち着かな

い世の中できっと皆さんの救い

となり、希望になるのではない

でしょうか。（小
お

野
の

寺
でら

黎
れい

さん）

未知の疫病と闘う二人

くもん出版
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小学校高学年向け

皆さんは自分の気持ちに素直

になれなかったり、思い通り物

事が進まず悩
なや

んだりしていませ

んか？ この本の登場人物たち

もそんな悩みを抱
かか

えています。

中３の夏、お 京
きょう

は両親が別

れることになり、母方の祖
そ

母
ぼ

の

住む島へ預
あず

けられる。話をした

いのに、いとこの窑
ま

波
なみ

も忙
いそが

し

そうでなかなか話を聞いてくれ

ない。おばあちゃんも慰
なぐさ

めて

はくれない。笑
え

顔
がお

の似
に

合
あ

う野球

少年だったカイは、母親が亡
な

く

なりすっかり変わってしまっ

た。島で出会った妖精のつちん

こは子どもにしか見えないらし

い。つちんこは孤
こ

独
どく

な子どもの

ところにやってくる。

言いたいことを言えなかった

り、素直になれず悩んだりする

お京に共感してしまいます。そ

んなお京を見
み

透
す

かし、好き勝手

に言ってくるつちんこは自由で

うらやましく、腹
はら

も立ちます。

思春期の葛
かっ

藤
とう

と成長が鮮
あざ

やかに

描
えが

かれます。（高
たか

橋
はし

憲
のり

恵
え

さん）

夏
に
泳
ぐ
緑
の
ク
ジ
ラ

村む
ら

上か
み

し
い
こ

作
小学館

孤独の中妖精と出会い
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中学生向け

皆
みな

さんは、きつねのしっぽを

見たことがありますか。きつね

のしっぽは、胴
どう

体
たい

と同じくらい

長く、ふさふさの毛で覆
おお

われて

います。

この物語に登場するきつね

も、そんな立
りっ

派
ぱ

なしっぽを気に

入っていて、とても大切にして

いました。きつねは、朝と昼そ

して夕方、１日に３回もしっぽ

の手入れをします。まず、 丈
じょう

夫
ぶ

な松葉で作ったくしで毛をと

かし、黄色の羽
は

根
ね

でなでて、仕

上げに色とりどりのお花を飾
かざ

り

ます。

ところが、ある朝いつものよ

うに手入れをしようと椅
い

子
す

に座
すわ

ったきつねは、くしが無いこと

に気がつきます。家の中を探
さが

し

ますが、見つかりません。昨日
き の う

出かけたときに落としたのかも

しれないと、雨の降
ふ

る中、くし

を探しに出かけますが…。きつ

ねの優
やさ

しさに心が温かくなる本

です。

（今
こん

野
の

陽
よう

子
こ

さん）

き
つ
ね
の
し
っ
ぽ

お
く
は
ら
ゆ
め

作
小峰書店

優しさに心がほっこり
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小学校低学年向け
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